
◆まちづくりとの連携について 

            ～人吉市都市計画マスタープラン（平成１５年３月策定）抜粋～ 

 

 

（５）河川整備方針 

人口密度が高く緑の比較的少ない東地域において、河川は市街地に潤いをもたらす貴重な自然資源で

あるので、河川改修等により防災性向上を図ると共に、水質改善や水辺環境の保全等、自然資源として

の質的向上を図る。同時に、遊歩道や水辺のポケットパークの整備等により、積極的にまちづくりに活

用する。 

 

○球磨川－中心市街地と連携した観光資源としての活用－ 

球磨川管理道路を、球磨川を眺める遊歩道として活用するため、植栽やフットライト、グレードの高い

舗装等により、魅力的な歩行者空間として整備する。これらにより、美しい河川景観を誇る球磨川と対

岸の人吉城跡の眺めを、観光資源として活用すると共に、他の観光資源と連携して人吉の魅力向上を

図る。改修を進める大橋は、河川景観に配慮した意匠を採用し、新たな河川景観資源として活用する。 

 

○その他河川－河川空間のまちづくりへの活用－ 

山田川をはじめとする市街地内を流れる河川においては、河川の防災性向上のために必要な河川断面

を確保しながら、河川の親水性を高める水辺のポケットパーク（水辺広場、水辺に近づける階段）等の

整備を推進し、積極的に市街地環境改善に活用する。また、下水道等の排水処理施設の整備により、市

街地内河川や水路等の水質向上を図り、錦鯉の放流や水生生物の再生等、自然環境の復元を促進する。 

 
  

■市街地内河川整備イメージ～水辺のポケットパーク～ 

・水辺に降りる階段 

・親水広場 

・管理道路の整備 

（舗装等修景、照明、ベンチ） 
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